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誌名変更のお知らせ 

大学図書館問題研究会は，2021 年 1 月より，大学図書館研究会と名称を改めることになりました。 

これに伴い，「d-tokyo: 大学図書館問題研究会東京地域グループニュースレター」は，今号（250 号）より，

「d-tokyo: 大学図書館研究会東京地域グループニュースレター」とタイトルを変更いたします。 

https://www.daitoken.com/tokyo/ 
第 250 号 2021（令和 3）年 2 月発行 
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 東京地域グループ会員で希望される方を対象として、『大学図書館問題研究会誌』第 46 号（2020.8）を無料で配布い

たします。 

研究会誌は、大学図書館に関わる調査・事例報告、研究成果を掲載することを目的として、大図研が年 1 回発行して

います。会員の皆様の論文、報告、資料紹介はもちろん、東京地域グループに関しては、ここ数年関東地域グループ合

同例会の報告が掲載されているなど、身近な情報共有・情報交換の場でもあります。 

会誌は出版部から直接購入いただけるほか、これまでは例会などの場で皆様に販売をしてまいりました。しかし今年

度はコロナ禍の影響でオンラインイベントを中心とした活動となったため、手に取っていただける機会が減ってしまっ

ています。 

そこで東京地域グループでは、今年度は特別に、東京地域グループ会員の希望者を対象として、会誌第 46 号を無料配

布することといたしました。 

配布を希望する方は、下記のフォームよりお申し込みください。 

 

・申込先：http://bit.ly/3jybmKb 

・申込期限：2021 年 3 月 5 日(金) 

※お申し込みいただいた方への会誌のお届けは、2021 年 3 月中を予定しています。 

 

＜研究会誌第 46 号（2020.8）について＞ 

・第 46 号の内容は、下記の大図研ウェブサイトから確認いただけます。 

・今回も東京・埼玉・千葉地域グループが主催した、2019 年の関東地域グループ合同例会の講演録『講演会：大学アー

カイブズの理念と活動・実践－東北大学史料館を事例に－』が掲載されています。当日参加できなかった方も、ぜひ

この機会にご覧ください。 

https://www.daitoken.com/publication/journal.html  

 

大図研 研究会誌 46 号の発行と無料配布のご案内 
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2020/2021 年度東京地域グループ会員向けアンケート結果について 
 

ニュースレター249 号にて告知しましたアンケートの結果をお知らせします。回答数が少ないこともあ

り、選択式の設問のみのご紹介となりますことをご了承ください。 

回答内容は今後の地域グループ運営の参考とさせていただきます。ご回答いただいたみなさま、ご協力

ありがとうございました。 

 

〇実施の概要 

実施期間 2020/12/16～12/28 

実施方法 オンライン（Microsoft Forms を利用） 

回答者数 7 名（回答率 6.7％） 

周知方法 ニュースレター、Twitter、メーリングリスト 

実施目的 よりよい地域グループ運営とイベント開催のため 

主な設問 イベントの内容や開催方法、大図研関係の情報入手方法について等計 9 問 

 

〇集計結果 

 

 

 

 

 

 

   

Q2.どのようなイベントに参加したいですか（複数回答可）

イベント形式 1位 2位 3位 4位以下 null
集合形式の講演会 2 0 1 2 2
集合形式の情報交換会・交流会 1 1 0 4 1
図書館等の見学会 3 0 2 1 1
オンラインの講演会 4 2 1 0 0
オンラインの情報交換会・交流会 0 5 1 1 0
イベントには参加したくない 0 0 1 1 5
※本設問では複数の選択肢を1位に選択可能な設定としていたため回答数と順位
　 合計数が合致しませんが、オンラインの講演会の得票が多い結果となりました。
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東京地域グループイベント開催報告 

 

〇2020/2021 年度東京地域グループ第 2回情報交換会実施報告 

1. 開催日時：2021 年 1 月 11 日（月・祝）14：30-16：00 

2. 場所：オンライン開催（Zoom） 

3. トークテーマ：「学芸大デジタル書架ギャラリー」について 

4. 話題提供：高橋 菜奈子 氏（東京学芸大学） 

5. 参加者数：20 名 

6. 概要： 

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言を受け、多くの大学図書館で臨時休館や開架ス

ペースへの立ち入り制限が行われました。そのような中で公開された、ウェブサイト上で書架のブ

ラウジングを提供する「学芸大デジタル書架ギャラリー」の取組について、東京学芸大学の高橋菜

奈子氏より話題提供していただきました。「学芸大デジタル書架ギャラリー」の企画実施内容やデジ

タル書架の LOD 化などに関する紹介のほか、未来を見据えた図書館の役割、OODA 型図書館サービ

ス、アジャイル型のサービス開発など刺激的な内容でした。話題提供後は、関連した質疑応答や、

COVID-19 下での業務等について活発な意見交換が行われました。 

 

〇2020/2021 年度関東地域グループ合同例会実施報告 

講演会「ドイツの日本専門図書館の取り組み」 

1. 開催日時：2021 年 1 月 23 日（土）17：00-19：00 

2. 場所：オンライン開催（Zoom） 

3. 講師：蓮沼龍子氏（国際交流基金 ケルン日本文化会館図書館） 

4. 主催：大学図書館問題研究会 関東 3 地域グループ（埼玉・千葉・東京） 

5. 参加者数：53 名 

6. 概要： 

ドイツ・ケルン市において日本文化の理解促進や、日本語・日本学研究の支援を担っている、国際

交流基金 ケルン日本文化会館図書館の蓮沼氏をお招きしました。提供サービスのご紹介や、利用

者・研究者へのサポートの実際について、また、ドイツ国内のみならず、日本や EU 諸国等の国外機

関との協力体制についてのお話を伺い、さらに、COVID-19 下のドイツ図書館界の状況についても、

最新情報を共有いただきました。参加者からの詳細な報告は、会報『大学の図書館』に掲載される

予定です。どうぞお楽しみに。 
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耳より情報 Twitter やってます♪ @dtk_tokyo のフォローよろしくお願いします！ 

 

2020/2021 年度東京地域グループ運営委員からのご挨拶（2） 

 

◆安達修介 

 2019/20年度から大図研に入会し、同時に東京地域グループの運営委員として活動をしております。大学図書館職員

としても、大図研の地域グループ運営委員としても、周りの方に助けていただいて何とかやっております。未曽有の事

態で、かつてないほど人と人との繋がりが希薄になってしまっているかと思いますが、新たな繋がりの創出や、これま

での繋がりの一助になれれば幸いです。これからもよろしくお願いいたします。 

（文部科学省研修生、東京地域グループ運営委員・広報担当） 

 

◆下山朋幸 

2019/20年度より東京地域グループ運営委員および全国委員として活動しています。 

私が大図研に入会したのは 2017 年です。その数年前から大図研の存在は知っていましたが、なかなか入会に踏み切

れませんでした。 

入会後は東京地域グループの活動をはじめ、福岡・神戸での全国大会に参加しました。参加する度に、自身の勤務先

だけでは決して得ることの出来なかったであろう多くの知見と出会いを得ることができ、自身の業務への取り組みに大

きな影響を与えました。4 年前のあの時、一歩踏み出して入会して良かったと思います。 

これからも大図研の活動を通じて多くの方と出会い、より良い大学図書館界を作っていきたいと思います。皆さま

も、一歩踏み出してみませんか？ 

([所属先非公開], 東京地域グループ運営委員・全国委員・広報・組織担当) 

 

◆高瀬洋子 

2 年前、図書館業務に戻ってきたのをきっかけに大図研に入会しました。今回のようなコロナ禍で、日々状況が変わ

っていく日々の中、全国の皆さんと情報交換をする場があることの有難さと心強さを感じています。 

東京地域グループでもオンラインでの情報交換会等のイベントを開催していますので、是非ご参加ください。皆さん

と交流できることを楽しみにしています。 

（専修大学, 東京地域グループ運営委員・組織担当） 

 

◆松原恵 

オンライン中心の生活に停滞を感じてきたので自宅で筋トレをはじめました。体も温まり前向きな気持ちになれ（る

気がし）ます（いつまで続くか？）。さて、今期は東京地域グループや全国大会実行委員会でオンラインのイベント運

営に関わり、新鮮な経験をさせていただきました。皆様ぜひお気軽に東京地域グループのイベントにご参加ください。

運営に関心のある方もお待ちしています！ 

（東京大学, 東京地域グループ運営委員・研究企画/会計担当） 

 

 

 

 

 

 

『d-tokyo: 大学図書館研究会東京地域グループニュースレター』 

 第 250 号，2021 年 2 月 

事務局：〒272-0021 千葉県市川市八幡 3-14-27-202 上村順一気付 

東京地域グループメールアドレス： tokyo@daitoken.com 

東京地域グループ運営委員会編集担当：安達修介 

※ニュースレター電子化切替ご希望の方は，上記アドレスまでご連絡をください。 

Google フォームからも申請できます。→ 

 


